
2025年度行政事業レビューシート 金融庁

サステナブルファイナンス推進に必要な経費

基本情報

組織情報 府省庁 金融庁

事業所管課室 金融庁 | 総合政策局 | 総合政策課

作成責任者 高岡文訓

その他担当組織 --

基本情報 予算事業ID 000438 事業開始年度 2022 事業終了（予定）年度 終了予定なし

事業年度 2025 事業区分 前年度事業

政策・施策 政策所管 政策 施策 政策体系・評価書URL

金融庁 横断的施策 ２サステナブルファイナンスの推進
https://www.fsa.go.jp/seisak
u/

関連事業 -- 主要経費 その他の事項経費

概要・目的

事業の目的

気候変動、少子高齢化等の社会環境課題の重要性が増している中で、新たな産業・社会構造への転換を促し、持続可能な社会を実現するための金融（サス
テナブルファイナンス）の推進が不可欠となっている。
　そこで、サステナブルファイナンス推進に必要な施策等に関する議論を行うことにより、持続可能な社会の実現に向けたサステナブルファイナンスを推
進し、金融行政の目標の実現（企業・経済の持続的成長と安定的な資産形成等による国民の厚生の増大）を図っていく。

現状・課題

国内外で、気候変動をはじめとする環境・社会課題への対応について、金融の役割に対する期待が高まっている。例えば、喫緊性の高いサステナビリティ課
題である脱炭素については、2023年には、「GX実現に向けた基本指針」が閣議決定され、10年間で官民合わせて150兆円超のGX投資を目指すこととされる
等、GXに向けた動きが加速してきている。また、サステナブルファイナンスの一手法である一定の投資収益の確保を図りつつ、社会・環境的効果（インパ
クト）の実現を目指すインパクト投資についても、内外で推進に向けた機運が高まっている。

事業の概要

日本におけるサステナブルファイナンスの推進にあたり、金融機関や金融資本市場が適切に機能を発揮するための課題や対応案について検討するため、産
業界・金融界・学識経験者などを構成員とする「サステナブルファイナンス有識者会議」等の会議を開催する。また、インパクト創出を図る経済・金融の
多様な取組を支援するインパクト投資を推進し、経済・社会の成長・持続可能性の向上を図るべく、投資家・金融機関、企業等が参画する「インパクトコ
ンソーシアム」の事務局運営を行う。さらに、世界の温室効果ガス排出量の約半分を占めるアジア地域において、企業の脱炭素の取組を支援するファイナン
ス手法であるトランジション・ファイナンスを推進すべく、アジアにおける事例等を通じて実務的な議論を行い、具体的な手法の形成や案件組成に繋げて
いくための枠組みである「アジアGXコンソーシアム」の事務局運営を行う。

事業概要URL https://www.fsa.go.jp/singi/sustainable_finance/index.html

根拠法令 法令名 法令番号 条 項 号・号の細分

-- -- -- -- --
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関係する計画・
通知等

計画・通知名 計画・通知等URL

「経済財政運営と改革の基本方針2024」
https://www5.cao.go.jp/keizai-
shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2024/2024_basicpolicies_ja.pdf

「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2024年改訂版」 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2024.pdf

サステナブルファイナンス有識者会議報告書（令和３年６月公表） https://www.fsa.go.jp/news/r2/singi/20210618-2/01.pdf

サステナブルファイナンス有識者会議第二次報告書（令和４年７月公表） https://www.fsa.go.jp/news/r4/singi/20220713/01.pdf

サステナブルファイナンス有識者会議第三次報告書（令和５年６月公表） https://www.fsa.go.jp/singi/sustainable_finance/siryou/20230630/01.pdf

サステナブルファイナンス有識者会議第四次報告書（令和６年７月公表） https://www.fsa.go.jp/singi/sustainable_finance/siryou/20240709/01.pdf

実施方法 直接実施 | その他

補助率等 補助対象 補助率 補助上限等 補助率URL

-- -- -- --

備考 --
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予算・執行

予算額執行額表
（単位：千円）

2022 2023 2024 2025 2026

要求額 35,100 21,000 33,000 79,102 --

当初予算 13,707 3,802 3,924 36,632 --

補正予算 15,000 53,388 140,327 -- --

前年度から繰越し -- -- 46,573 137,943 --

予備費等 915 1,000 1,040 -- --

計 29,622 58,190 191,864 174,575 --

執行額 27,163 8,617 49,292 -- --

執行率 91.7% 14.8% 25.7% -- --

予算内訳表
（単位：千円）

会計区分 会計 勘定 要望額 備考

一般会計 一般会計 -- 79,102 --

予算種別/歳出予算項目 備考 予算額 翌年度要求額

当初予算

金融政策費　金融政策業務庁費
-- 33,853 --

当初予算

金融政策費　金融政策業務旅費
-- 392 --

当初予算
金融政策費　委員等旅費

-- 14 --

当初予算

金融政策費　諸謝金
-- 2,373 --

前年度から繰越し

--
-- 137,943 --

主な増減理由 -- その他特記事項 --
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効果発現経路
活動・成果目標等のつながり

アクティビティ アウトプット 短期アウトカム 中期アウトカム 長期アウトカム

2: アクティビティ

インパクトコンソーシアムの開
催・運営

3: アクティビティ

アジアGXコンソーシアムの開
催・運営

1: アクティビティ

「サステナブルファイナンス有
識者会議」その他会議等の開
催・運営

1: 短期アウトカム

サステナブルファイナンスに関
する施策の実施

1: 長期アウトカム

持続可能な社会を実現するため
の金融システムの構築

2: 中期アウトカム

インパクト投資の市場の拡大

2: アウトプット

議論の成果の発信等

2: 短期アウトカム

インパクト投資の実践の拡大

3: 中期アウトカム

アジアにおけるトランジショ
ン・ファイナンスの実践の促進

1: 中期アウトカム

サステナブルファイナンスに関
する取組の進展

3: アウトプット

議論の成果の発信等

1: アウトプット

「サステナブルファイナンス有
識者会議」その他会議等による
議論の成果の公表
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アクティビティからの発現経路 1-1-1-1-1

アクティビティ 「サステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の開催・運営

アウトプット 活動目標
「サステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等による
議論の成果の公表

活動指標
「サステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の成果
文書本数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

・ESG評価・データ提供機関等に係る専門分科会報告書（令和
４年７月12日公表）
・サステナブルファイナンス有識者会議第二次報告書（令和４
年７月13日公表）
・ESG評価・データ提供機関に係る行動規範（令和４年12月15
日公表）
・脱炭素等に向けた金融機関等の取組みに関する検討会報告書
（令和５年６月27日公表）
・インパクト投資等に関する検討会報告書（令和５年６月30日
公表）
・サステナブルファイナンス有識者会議第三次報告書（令和５
年６月30日公表）
・インパクト投資（インパクトファイナンス）に関する基本的
指針（令和６年３月29日公表）
・「サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ」対
話から得られた示唆（令和６年７月５日公表）
・サステナブルファイナンス有識者会議第四次報告書（令和６
年７月９日公表）

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

当初見込み∕目標値(本) 3 4 2 2

活動実績∕成果実績(本) 3 4 2 --

後続アウトカム
へのつながり

上記有識者会議等では、関係省庁とも緊密に連携しつつ、サステナブルファイナンスに係る各種施策の進捗をフォローし、新たな論点を含む課題の全体像と必要な施策を随時議論す
るほか、その時々の政策的ニーズに応じた具体的な課題に関して議論するなど、内外に発信している。こうした議論・発信を継続的に実施していくことで、金融機関や投資家等の行
動変容の端緒を創出し、サステナブルファイナンスに関する施策を総合的に推進していく。
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短期アウトカム 成果目標 サステナブルファイナンスに関する施策の実施 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

「サステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等で取り
上げた政策課題であるESG評価・データ提供機関の透明性・公
平性の向上や、脱炭素に向けた金融機関の取組の促進、幅広い
投資家への投資機会の拡充等に関する施策を実施した。

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

社会全体の持続可能性に貢献する金融分野の取組には、関係者
の属性によって様々な関与のあり方が考えられるほか、分野も
非常に多岐にわたるため、統一的かつ定量的な計測は容易でな
いと考えているが、各種施策の浸透状況については、関係機関
に対するヒアリングや実態把握のための調査等を通じて、「サ
ステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の成果文書
において取りまとめるなど、取組の見える化を引き続き図って
いく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

後続アウトカム
へのつながり

報告書や規範、指針等に基づくサステナブルファイナンスに関する施策を実施することで、金融機関や投資家等の行動変容を促し、関連する課題分野におけるサステナブルファイナ
ンスの実践を推進していく。
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中期アウトカム 成果目標 サステナブルファイナンスに関する取組の進展 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

「サステナブルファイナンス有識者会議」において、サステナ
ブルファイナンスに係る各種施策の進捗をフォローし、課題の
全体像と必要な施策について議論を実施したほか、「サステナ
ブルファイナンス有識者会議」その他会議等で取り上げた政策
課題であるESG評価・データ提供機関の透明性・公平性の向上
や、脱炭素に向けた金融機関の取組の促進、幅広い投資家への
投資機会の拡充等の施策を実施することで、金融機関や投資家
等におけるサステナブルファイナンスに関する取組の進展が見
られている。

こうした取組の内容は金融機関や投資家等によって様々であ
り、その進展状況を統一的かつ定量的に計測することは容易で
ないことなどから目標値の設定が難しく成果指標としては設定
していないが、「サステナブルファイナンス有識者会議」その
他会議等の成果文書において取組の進展状況を取りまとめてい
る。なお、サステナブルファイナンスの残高について、画一的
な定義があるものではないが、民間機関によるアンケート調査
によれば、2024年度は約626兆円となっている。
（出典）ＮＰＯ法人日本サステナブル投資フォーラム「サステ
ナブル投資残高調査2024 結果レポート」（令和７年４月）

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

社会全体の持続可能性に貢献する金融分野の取組には、関係者
の属性によって様々な関与のあり方が考えられるほか、分野も
非常に多岐にわたるため、統一的かつ定量的な計測は容易でな
いと考えているが、各種施策の浸透状況については、関係機関
に対するヒアリングや実態把握のための調査等を通じて、「サ
ステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の成果文書
において取りまとめるなど、取組の見える化を引き続き図って
いく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

後続アウトカム
へのつながり

サステナブルファイナンスに関する官民の取組の進展を通じて、金融機関・投資家と事業会社等の対話を深め、我が国経済の持続的な成長に貢献する金融システムを形成していく。
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長期アウトカム 成果目標 持続可能な社会を実現するための金融システムの構築 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

当庁による施策や対話の場による議論等も踏まえて、本邦市場
において、海外の幅広い関係者等とも連携した、金融面から社
会全体の持続可能性を高めるための様々な取組等が徐々に見ら
れている。

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

社会全体の持続可能性に貢献する金融分野の取組には、関係者
の属性によって様々な関与のあり方が考えられるほか、分野も
非常に多岐にわたるため、統一的かつ定量的な計測は容易でな
いと考えているが、各種施策の浸透状況については、関係機関
に対するヒアリングや実態把握のための調査等を通じて、「サ
ステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の成果文書
において取りまとめるなど、取組の見える化を引き続き図って
いく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--
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アクティビティからの発現経路 2-2-2-2-1

アクティビティ インパクトコンソーシアムの開催・運営

アウトプット 活動目標 議論の成果の発信等 活動指標 会議及び議論の成果の発信回数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2023年度 2024年度 2025年度

当初見込み∕目標値(件) 2 12 15

活動実績∕成果実績(件) 0 23 --

後続アウトカム
へのつながり

インパクトコンソーシアムの開催を通じて、インパクトに係る投資家・金融機関、企業、自治体等の幅広い関係者のネットワークを構築し、実務的論点や事例を議論・共有していく
ことで、インパクト投資の実践の拡大に貢献していく。

短期アウトカム 成果目標 インパクト投資の実践の拡大 成果指標 インパクトコンソーシアムの会員数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

金融庁において集計

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2023年度 2024年度 目標年度
2025年度

当初見込み∕目標値(人/社) 100 400 450

活動実績∕成果実績(人/社) 0 404 --

達成率(%) 0 101 --

後続アウトカム
へのつながり

インパクトコンソーシアムを通じたインパクト投資の実践の拡大により、インパクト投資の市場の拡大に貢献していく。
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中期アウトカム 成果目標 インパクト投資の市場の拡大 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

インパクト投資の手法と市場を確立する観点から、インパクト
コンソーシアムにおいて、インパクト投資時に活用できる指
標・データの整備、インパクト評価を企業価値向上につなげる
企業戦略等のあり方、地域における官民連携の促進やインパク
トを考慮した事業評価の視点等について、議論を行った。この
議論結果について、対外的に発信するべく成果物の取りまとめ
を進めている。

なお、インパクト投資の市場の拡大について、市況等の外部的
な要因による影響を受けうるほか、インパクト投資の定義は確
立されていないため統一的かつ定量的な計測は容易でないこと
などから目標値の設定が難しく成果指標としては設定していな
いが、インパクト投資の残高について、民間機関によるアンケ
ート調査によれば、2024年度は約17兆円となっている。
（出典）『日本におけるインパクト投資の現状と課題 2024年度
調査』
（一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）発行∕GSG Impact 
JAPAN National Partner 監督）（令和７年３月）

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

インパクト投資の市場の拡大については、市況等の外部的な要
因による影響を受けうる。また、現状インパクト投資の定義は
確立されておらず、インパクト投資の実績や投資を通じて実現
した社会・環境的効果を表す定量的な指標については、インパ
クトコンソーシアムにおける議論を含め、市場関係者間でなお
議論の途上にあり、統一的かつ定量的な計測は容易でない。こ
のため、今後、アウトプットの発信やプラットフォームの形成
など、取組の見える化を引き続き図っていく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

後続アウトカム
へのつながり

インパクト投資の手法と市場を確立することで、我が国経済の持続的な成長に貢献する金融システムを形成していく。
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長期アウトカム 成果目標 持続可能な社会を実現するための金融システムの構築 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

当庁による施策や対話の場による議論等も踏まえて、本邦市場
において、海外の幅広い関係者等とも連携した、金融面から社
会全体の持続可能性を高めるための様々な取組等が徐々に見ら
れている。

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

社会全体の持続可能性に貢献する金融分野の取組には、関係者
の属性によって様々な関与のあり方が考えられるほか、分野も
非常に多岐にわたるため、統一的かつ定量的な計測は容易でな
いと考えているが、各種施策の浸透状況については、関係機関
に対するヒアリングや実態把握のための調査等を通じて、「サ
ステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の成果文書
において取りまとめるなど、取組の見える化を引き続き図って
いく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

11



アクティビティからの発現経路 3-3-3-1

アクティビティ アジアGXコンソーシアムの開催・運営

アウトプット 活動目標 議論の成果の発信等 活動指標 会議及び議論の成果の発信回数

定性的なアウトカムに
関する成果実績

--
実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

--
アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

活動・成果目標
と実績

 2024年度 2025年度

当初見込み∕目標値(件) 4 5

活動実績∕成果実績(件) 0 --

後続アウトカム
へのつながり

アジアの文脈を踏まえた有効な議論を推進し、トランジション・ファイナンスに関する実務的かつ共通のアプローチ の活用等を目指す成果の発信等を行うことで、トランジション・
ファイナンスに係る具体的な手法の形成や案件組成につなげ、アジアにおけるトランジション・ファイナンスの実践の促進に貢献していく。

中期アウトカム 成果目標 アジアにおけるトランジション・ファイナンスの実践の促進 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

アジアGXコンソーシアムは2024年３月にキックオフ会合が開
催され、同年10月に設立された一方で、その開催・運営に係る
事業の委託は2025年度に本格的に開始したところ、成果実績に
ついては今後の取組状況を踏まえて注視していく。

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

トランジション・ファイナンスの実践の拡大については、市況
等の外部的な要因による影響を受けうる。また、アジアGXコン
ソーシアムは、我が国に留まらないトランジション・ファイナ
ンスの具体的な手法の形成や案件組成等を推進するものである
が、現状トランジション・ファイナンスについてアジア諸国を
含めた共通の定義等は確立されておらず、市場関係者間でなお
議論の途上にあり、統一的かつ定量的な計測は容易でない。こ
のため、今後、コンソーシアムにおける議論も含めて、共通理
解の形成を促していく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

後続アウトカム
へのつながり

アジアにおけるトランジション・ファイナンスの実践を促進することで、我が国経済の持続的な成長に貢献する金融システムを形成していく。
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長期アウトカム 成果目標 持続可能な社会を実現するための金融システムの構築 成果指標 --

定性的なアウトカムに
関する成果実績

当庁による施策や対話の場による議論等も踏まえて、本邦市場
において、海外の幅広い関係者等とも連携した、金融面から社
会全体の持続可能性を高めるための様々な取組等が徐々に見ら
れている。

実績∕目標∕見込みの
根拠として用いた統
計・データ名（出典）

--

定性的なアウトカム目
標を設定している理由

社会全体の持続可能性に貢献する金融分野の取組には、関係者
の属性によって様々な関与のあり方が考えられるほか、分野も
非常に多岐にわたるため、統一的かつ定量的な計測は容易でな
いと考えているが、各種施策の浸透状況については、関係機関
に対するヒアリングや実態把握のための調査等を通じて、「サ
ステナブルファイナンス有識者会議」その他会議等の成果文書
において取りまとめるなど、取組の見える化を引き続き図って
いく。

アウトカムを複数段階
で設定できない理由

--

事業に関連する
KPIが定められて
いる閣議決定等

名前 --

URL --

該当箇所 --
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点検・評価

事業所管部局に
よる点検・改善

点検結果 --

目標年度における効果
測定に関する評価

--

改善の方向性 --

外部有識者によ
る点検

点検対象 -- 最終実施年度 2024

対象の理由 --

所見 --

公開プロセス結果概要 --

行政事業レビュ
ー推進チームの
所見に至る過程

及び所見

所見 -- 詳細 --

所見を踏まえた
改善点∕概算要
求における反映

状況

改善点・反映状況 --

反映額
会計 勘定 反映額 (千円)

-- -- --

詳細 --

公開プロセス・
秋の年次公開検
証（秋のレビュ
ー）における取

りまとめ

--

その他の指摘事
項 --
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支出先
資金の流れ

金融庁

49,292 千円

A. 個人４名、法人５社

192 千円

支出先の数: 9

外部有識者により構成される会

議の出席手当

B. 個人８名、法人２社

729 千円

支出先の数: 10

外部有識者により構成される会

議の出席手当

C. 個人６名、法人２社

565 千円

支出先の数: 8

外部有識者により構成される会

議の出席手当

D. 旅行会社

631 千円

支出先の数: 2

企業等視察に係る貸切バスの借

上費用

E. 視察受入企業

385 千円

支出先の数: 4

企業等視察に係る受入費用

F. 通訳業者

386 千円

支出先の数: 2

通訳業者への委託費用

G. 速記業者

668 千円

支出先の数: 1

速記業者への委託費用

H. ＥＹ新日本有限責任監
査法人

45,256 千円

支出先の数: 1

インパクトコンソーシアムの運

営に係る包括的な業務委託

I. 個人６名

480 千円

支出先の数: 6

出張に伴う旅費
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支出先上位者リ
スト

（単位：千円）

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

A 個人４名、法人５社 192 9 外部有識者により構成される会議の出席手当

支出先名 支出額 法人番号

個人Ａ 32 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

32 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｂ 32 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

32 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

三井住友信託銀行株式会社 32 2010001146005

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

32 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

マイクロ波化学株式会社 16 2120901017335

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

16 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

株式会社Ｗａｑｕａ 16 6360001016227

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由
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サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

16 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

株式会社ごとう 16 4010501049325

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

16 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｃ 16 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

16 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｄ 16 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

16 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

特定非営利活動法人確定拠出年金教育協会 16 2010005005834

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ
その他(直接実施) 

16 -- -- --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

B 個人８名、法人２社 729 10 外部有識者により構成される会議の出席手当

支出先名 支出額 法人番号

個人Ⅰ 93 9999999999999
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契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

93 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｂ 81 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 81 3010401011971

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｊ 81 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｆ 81 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

株式会社日本総合研究所 72 4010701026082

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由
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サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

72 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｈ 72 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

72 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｅ 64 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

64 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｋ 64 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

64 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｇ 40 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

サステナブルファイナンス有識者会議
その他(直接実施) 

40 -- -- --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

C 個人６名、法人２社 565 8 外部有識者により構成される会議の出席手当

支出先名 支出額 法人番号

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 81 3010401011971
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契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｏ 81 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｐ 81 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｑ 81 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

株式会社野村資本市場研究所 81 1010001086870

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

81 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号
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個人Ｌ 64 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

64 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｎ 64 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

64 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｍ 32 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

カーボン・クレジット取引に関する金融インフラのあり方等
に係る検討会
その他(直接実施) 

32 -- -- --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

D 旅行会社 631 2 企業等視察に係る貸切バスの借上費用

支出先名 支出額 法人番号

ＨＡＺＬＯ合同会社 343 2120003016772

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアム地域・実践分科会のフィールドワ
ークに係るバスの借り上げについて
随意契約（少額） 

343 3 -- --

支出先名 支出額 法人番号
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株式会社ＩＡＣＥトラベル 288 7010001128717

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアム地域・実践分科会のフィールドワ
ークに係るバスの借り上げについて
随意契約（少額） 

288 3 -- --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

E 視察受入企業 385 4 企業等視察に係る受入費用

支出先名 支出額 法人番号

株式会社ウエダ本社 200 8130001016603

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアム地域・実践分科会に係る視察受入
費用
随意契約（その他）(直接実施) 

200 1 --
※予定価格が、同種の他の契約の予定価格を類推させ
る恐れがあるため

支出先名 支出額 法人番号

一般社団法人ＡｉＣＴコンソーシアム 105 5380005012452

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアム地域・実践分科会に係る視察受入
費用
随意契約（その他）(直接実施) 

105 1 --
※予定価格が、同種の他の契約の予定価格を類推させ
る恐れがあるため

支出先名 支出額 法人番号

クスカ株式会社 40 8130001040636

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアム地域・実践分科会に係る視察受入
費用
随意契約（その他）(直接実施) 

40 1 --
※予定価格が、同種の他の契約の予定価格を類推させ
る恐れがあるため

支出先名 支出額 法人番号
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株式会社ローカルフラッグ 40 9130001064799

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアム地域・実践分科会に係る視察受入
費用
随意契約（その他）(直接実施) 

40 1 --
※予定価格が、同種の他の契約の予定価格を類推させ
る恐れがあるため

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

F 通訳業者 386 2 通訳業者への委託費用

支出先名 支出額 法人番号

株式会社インターグループ 272 8120001060882

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

同時通訳
随意契約（少額） 

272 3 -- --

支出先名 支出額 法人番号

株式会社サイマル・インターナショナル 114 6010001109206

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

同時通訳
随意契約（少額） 

114 3 -- --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

G 速記業者 668 1 速記業者への委託費用

支出先名 支出額 法人番号

株式会社大和速記情報センター 668 5010401030061

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

速記録作成
一般競争契約（最低価格） 

668 2 --
※予定価格が、同種の他の契約の予定価格を類推させ
る恐れがあるため

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割
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H ＥＹ新日本有限責任監査法人 45,256 1 インパクトコンソーシアムの運営に係る包括的な業務委託

支出先名 支出額 法人番号

ＥＹ新日本有限責任監査法人 45,256 1010005005059

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

インパクトコンソーシアムの運営に係る包括的な業務委託
随意契約（企画競争） 

45,256 5 100 --

支出先ブロック名 合計支出額 支出先数 事業を行う上での役割

I 個人６名 480 6 出張に伴う旅費

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｓ 161 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

161 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ⅴ 77 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

77 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｕ 77 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

77 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号
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個人Ⅹ 66 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

66 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｒ 44 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

44 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｔ 33 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

33 -- -- --

支出先名 支出額 法人番号

個人Ｗ 22 9999999999999

契約概要（契約名）/契約方式等 支出額 入札者数 落札率(%) 一者応札等の理由と改善策∕落札率非公開の理由

内国出張
その他(直接実施) 

22 -- -- --

費目・使途
（単位：千円）

 支出先名 契約概要（契約名） 費目 使途 金額

H ＥＹ新日本有限責任監査法人 インパクトコンソーシアムの運
営に係る包括的な業務委託 委託費 インパクトコンソーシアムの運営に係る包

括的な業務委託 45,256

国庫債務負担行
為等による契約

先リスト
（単位：千円）

契約先名 契約額 法人番号

-- -- --
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その他備考

--
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